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1. 教育計画                                基礎看護学 

 

2. 授業計画 

回 時間 主題 授業内容 形態 担当 備考 

1 2 主な症状と看護 

検査を受ける患者の

看護 

 

消化器症状の病態生理、観察、看護のポ

イント 

放射線検査、内視鏡検査、超音波検査、 

肝生検、CT、MRI、PET 

講義 二瓶  

2 2 治療・処置を受ける

患者の看護 

薬物療法、食事療法、経管栄養法、中心

静脈栄養、手術療法、内視鏡下手術 

講義 二瓶  

3 2 主な疾患の看護（1） 食道疾患・胃・十二指腸疾患患者の看護 講義 二瓶  

4 2 主な疾患の看護（2） 腸・腹膜疾患患者の看護 講義 二瓶  

5 2 主な疾患の看護（3） 肝臓・胆嚢・膵臓疾患患者の看護 講義 二瓶  

6 2 ストーマの管理 ストーマ造設術を受ける患者の看護 講義 佐藤  

7 2 評価 筆記試験    

 

分野 専門分野Ⅰ 基礎看護学 科目名 
臨床看護論Ⅰ 

（消化器） 

単位・時間 
臨床看護論Ⅰ 循環器、呼吸器と合わ

せて 1単位 30時間（授業１２時間） 
対象学年 ２年生 

方法 講義 時期 前期 

講師名（担当時間数） 
法人講師 二瓶 智恵子 （10時間） 

法人講師 佐藤 義邦 （ストーマ管理）（2時間） 

学習目標 
呼吸・循環・消化機能に障害のある人の看護を提供するための知識と技術

を学ぶ。 

成績評価方法 筆記試験 

使用テキスト 医学書院 成人看護学 5 消化器 

参考文献 特になし 

履修上の留意 学生便覧「履修心得」の通り 

講師からの 

メッセージ 

 胃部不快感、食欲不振、下痢、便秘など誰もが一度は経験したことがあ

るでしょう。食生活の欧米化により、疾病構造も変化し、また、消化器は

自律神経の支配を受けているため、ストレスが加わると、障害をもたらす

といわれています。消化器看護を提供していくにあたっては、まず、疾患

の病態生理、治療の目的をおさえ、「その人」を理解し、その人に合った

看護ケアが求められます。これらをふまえ、一緒に学んでいきましょう。 


